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マルチリンガル・エキスパート
養成プログラム（MLE)
学部プログラムガイダンス



外国語学部を擁する唯一の国立総合大学である大阪大学の利点
を活かして高い外国語能力と、人文学、人間科学、法学・政治
学、経済学・経営学、理学、工学、数理・データサイエンス・
AI等、専門知識を身につけた真のグローバルで有為な人材を育
てることを目的として開設された副専攻的な横断型の教育プロ
グラムである。
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マルチリンガル・エキスパート
養成プログラム（MLE)



1. 英語・英米文化学

2. スペイン語・スペイン文化学

3. ポルトガル語・ポルトガル文化学

4. イタリア語・イタリア文化学

5. インドネシア語・インドネシア研究

6. スワヒリ語・アフリカ研究

7. ベトナム語・東南アジア研究

8. ウルドゥー語・南アジア地域文化研究

9. デンマーク語・北欧研究

new
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2023年度に開設する学部プログラム



募集対象者

2023年度

学部の2、3年次に在籍する正規学生

募集人数

いずれも若干名
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募集について



履修申請書をMLE担当までメールで申請もしくは外国語学部箕面事務室あるいは豊中の外国語学部分
室に提出。メールのタイトル【MLE申請_プログラムの名前_学籍番号_氏名】を明記すること。
申請期間 2023年1月６日(金）～2月24日(金）12：00 必着

本学での成績証明書をMLE担当にメールで申請もしくは所属学部教務係に直接提出。メールのタイト
ル【MLE成績証明書_プログラムの名前_学籍番号_氏名】成績証明書にはPWを付けること。
提出期限 2023年3月６日(月)16：00迄

開設学部の定める方法により履修生を選考し、履修者を決定する。

必要に応じて面接を課すことがある。3月下旬ころにMLE担当から合格者に通知。
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プログラムの履修申請、選考方法について



登録期間中（4月上旬）に、

所定の履修科目申請書をMLE担当者にメールで申請
※法学部の学生は登録単位数の上限が決められているので、

注意すること！
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科目履修申請と履修登録について



⇒ 総長と開設学部長の連名による
MLE学部プログラムの修了認定証を交付

マルチリンガル・エキスパー
ト養成学部プログラムを修了

さらに本プログラムが指定する大学院（人文学研究科、人間科学研究科、法学
研究科、経済学研究科、理学研究科、工学研究科、国際公共政策研究科）へ進
学し、指定の大学院プログラムを修了すると、マルチリンガル・エキスパート
養成プログラム（全課程）の修了認定証が交付される。
（案内冊子を参照のこと）

※ショートプログラムは、学部プログラムの修了認定はされますが、大学院プログラムと合わせての
マルチリンガル・エキスパート養成プログラム修了認定はされない。
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修了認定について



マルチリンガル・エキスパート
養成大学院プログラム（MLE)①

8
人文学研究科＿外国学専攻、言語文化学専攻、日本学専攻（応用日本学コース）

の学生が、副専攻的、体系的に学修することができるプログラム

◍ 人文学（グローバル・アジア・スタディーズ）プログラム
◍ 人文学（グローバル・ユーロ・スタディーズ）プログラム
◍ 人間科学（共生の生態）プログラム
◍ 法学・政治学プログラム
◍ 経済学・経営学プログラム
◍ 大学院生のための工学プログラム
◍ 国際公共以政策学プログラム
◍ データサイエンスプログラム



マルチリンガル・エキスパート
養成大学院プログラム（MLE)②
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大阪大学の大学院生

（人文学研究科外国学専攻を除く）が、

副専攻的、体系的に学修することができるプログラム

言語文化学プログラム



マルチリンガル・エキスパート
養成大学院プログラム（MLE)③
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マルチリンガル・エキスパート養成学部プログラム
レギュラープログラム（24単位）と
マルチリンガル・エキスパート養成大学院プログラム
（14単位）を修了すると

マルチリンガル・エキスパート養成プログラム修了認定証（全課程）
が授与されます。
※ショートプログラム、高度副プログラムでは授与されません。



大阪大学に所属する学生および教職員向けプログラム

アカデミックな英語発信能力の強化
国際学会での発表を念頭においた英語プレゼンテーション
論文執筆等をサポートするプログラム
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Academic English Support Desk
について



英１

英語・英米文化学
プログラム

外国語学部

英語専攻案内動画



英２

英語・英米文化学
プログラム

英語を学び世界を学ぶ、高い英語の運用能力を持つ

語学と文化、どちらも極めた真の国際人を目指す



英３

英語・英米文化学

趣旨・カリキュラム

2023年度の予定

・豊中キャンパス開講 両学期とも11クラス

・箕面キャンパス開講 両学期とも78クラス

※課外の補習クラスについては、豊中キャンパスで開講、

またはオンライン個別対応を予定。

各種要件の英語検定スコア達成を目指すクラスです。



英４

英語・英米文化学

到達目標（修了時に身に付く能力）

英語の四技能（リーディング、ライティング、リスニング、スピー
キング）に関して、所定の外部検定試験スコア相当の高い運
用能力を有する。

英語圏の言語、政治、経済、社会、歴史、思想を深く理解す
るとともに、英語で関連テーマについて高度なレベルのプレ
ゼンテーションやディスカッションを行うことができる。



英５

英語・英米文化学

修了要件について

本プログラムのルールにそって、卒業時までに２４
単位以上を修得すること。

プログラム修了時の1月末までに、ＴＯＥＦＬ（ＰＡＰ
ＥＲ）580点以上ないしは別に定める外部検定試験
のスコアを提出すること。
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外国語学部

スペイン１

スペイン語・スペイン文化学
プログラム

スペイン語専攻案内動画



スペイン２

スペイン語について

スペイン語は、ローマ人が話していたラテン語から発生した言語で、フ

ランス語・イタリア語・ポルトガル語・ルーマニア語などと兄弟関係にあり

ます。スペインはもとよりラテンアメリカの大多数の国々やアメリカ合衆

国の一部で3億人以上の人々がスペイン語を話しています。



スペイン3

スペイン語・スペイン文化学
趣旨・カリキュラム

各自の専門分野のみならず、スペイン語を修得して将来
国際舞台で活躍することに意欲を持つ学生を歓迎します。

外国語学部が開講する授業科目のうち、兼修語学のスペ
イン語初級および中級の実習科目、および専攻科目の概
論に該当する講義科目で構成されたプログラムを提供し
ます。



スペイン4

スペイン語・スペイン文化学
到達目標（修了時に身に付く能力）

スペイン語の運用能力に関して、

中級レベル（CEFR/A2もしくはB1相当）の能力を有する。

スペイン語圏の言語、文学、歴史について、基礎的な知識を幅
広く身につけ、異文化を正しく理解できる。



スペイン5

スペイン語・スペイン文化学
科目履修について①

・スペイン語中級を履修するには、スペイン語初級

（2単位）を修得していることが必要である。

・春～夏学期と秋～冬学期で同じクラスを履修すること。

・スペイン語中級ⅠとⅡはどちらから履修しても構わない。



スペイン6

スペイン語・スペイン文化学
科目履修について②

 本プログラムのルールに沿って、卒業時までに１２単位以上を修得する
こと。

 文学部と人間科学部において、
第2外国語としてスペイン語の単位を修得した者にはスペイン語初級
（2単位）を免除し、スペイン語中級4単位と講義6単位以上の修得で
プログラム修了とみなす。



スペイン7

スペイン語・スペイン文化学
授業科目数と開講場所について

２０２３年度の予定

・ 豊中キャンパス開講 初級 ４クラス

・ 箕面キャンパス開講 初級 １０クラス、中級Ⅰ ６クラス、

中級Ⅱ ４クラス、 概論 ４クラス

遠隔配信授業：豊中キャンパスと吹田キャンパスで受講できます。（2022年度実績）

「スペイン文学概論」（春～夏学期）

「スペイン語学概論a」 （秋～冬学期）

「スペイン歴史文化概論ｂ」（秋～冬学期）



ポルトガル語・ポルトガル文化学
プログラム

ポルトガル１

外国語学部

ポルトガル語専攻案内動画



ポルトガルについて①

ポルトガル２

ポルトガル語圏は世界の５大陸にまたがっていて、スペイン語のように
南米に集中しているわけではないというのがその特徴のひとつです。
ポルトガル語は世界史の中でユニークな位置を占めるポルトガル、南
米の大国ブラジル、旧ポルトガル植民地だったアンゴラ、モザンビーク
などのアフリカ諸国の公用語です。
また東ティモールの公用語のひとつでもあります。



ポルトガル語・ポルトガル文化学
趣旨・カリキュラム

ポルトガル3

各自の専門分野のみならず、ポルトガル語を修得して将来国際舞台で活
躍することに意欲を持つ学生を歓迎する。

外国語学部が開講する授業科目のうち、兼修語学のポルトガル語初級・
中級（および、マルチリンガル教育センター提供の「第3外国語」）の実習
科目、および専攻科目の概論に該当する講義科目で構成されたプログラ
ムを提供する。



ポルトガル語・ポルトガル文化学
到達目標（修了時に身に付く能力）

ポルトガル4

中級レベル（CEFR/A2もしくはB1相当）の

ポルトガル語の運用能力。

ポルトガル語圏（ブラジル・ポルトガル）の

言語、文学、社会、歴史についての

基礎的な知識、異文化理解能力。



ポルトガル語・ポルトガル文化学
修了要件について

ポルトガル5

本プログラムのルールに沿って、卒業時までに１２単位以上を修得する
こと。

初級は、「兼修語学」（初級）、もしくは「第3外国語」（ポルトガル語）
から4単位以上を選択必修
中級は、「兼修語学」（中級）2単位必修
講義科目（概論）は、4単位以上を選択必修。



外国語学部

イタリア語・イタリア文化学
プログラム

イタリア１

イタリア語専攻紹介動画



イタリアについて

イタリア２

芸術、文学、思想、科学、音楽、あるいは映画やファッション
にいたるまで、中世・ルネサンス以来、西洋の文化において
大きな存在感を示してきました。

イタリア語の習得は、多彩な文化領域の研究と実践に直結
しています。



イタリア語・イタリア文化学
趣旨・カリキュラム

イタリア3

オリジナルな教育プログラム

語学・言語文化・文学・歴史・社会学など
さまざまな文化領域の講義・演習



イタリア語・イタリア文化学
到達目標（修了時に身に付く能力）

イタリア4

 中級レベルのイタリア語の運用能力

 イタリア語圏の言語・文学・歴史についての基礎的な知識



イタリア語・イタリア文化学
科目履修申請と履修登録について

イタリア5

・所定の期日までに履修したい科目をメールでMLE担当者に申請
（KOANでは登録できない）

・ を履修するには、
を履修済であることが必要。

・文学部の学生は、「イタリア語初級Ⅰ・Ⅱ」については、
卒業要件単位となり、1年次で修得していた場合も
当プログラムの修了要件として認める。



イタリア語・イタリア文化学
修了要件について

イタリア6

・本プログラムのルールに沿って、卒業時までに12単位以上を
修得すること

・初級 2単位以上を選択必修
・中級 2単位以上を選択必修（先に初級を修得していること）
・講義科目(概論） 4単位以上を選択必修



イタリア語・イタリア文化学
授業科目数と開講場所について

イタリア7

２０２３年度の予定(両学期ともに）

・豊中キャンパス開講 ４クラス（初級）、２クラス（中級）
・箕面キャンパス開講 ６クラス（初級）、４クラス（中級）

概論
・箕面キャンパス開講 １８クラス

遠隔配信授業（吹田キャンパス・豊中キャンパスで受講できる）
・箕面キャンパスから配信 ２クラス（概論）



インドネシア１

インドネシア語・インドネシア研究
プログラム

外国語学部

インドネシア語専攻案内動画



• インドネシア共和国（Republic of Indonesia, Republik
Indonesia）

• 首都：ジャカルタ

• 1945年8月17日独立

• 人口2億6000万人（世界4位）

• 国土：約190万平方キロメートル = 日本の国土の5倍

• 約13,000の大小の島々で構成

• 東西5,110km, 南北1,888kmに及ぶ
インドネシア２

インドネシアについて



インドネシア語について

インドネシア語

• インドネシア共和国の国語・共通語

• 全国に普及し、多くは第２言語として習得

• 文字はローマ字

地方語：地域や民族により異なる言語 700言語

インドネシア３



趣旨・カリキュラムについて

各自の専門分野のみならず、インドネシア語を修得して将来
国際舞台で活躍することに意欲を持つ学生を歓迎します。

インドネシア語・インドネシア・東南アジアに関する授業をう
け、インドネシアの現状について学ぶことができます。

インドネシア４



到達目標（修了時に身に付く能力）

中級レベル（CEFR/A2〜B1相当）のインドネシア語の運用能力。

インドネシアおよび東南アジアの言語、文学、社会、歴史につい
ての基礎的な知識、異文化理解能力。

インドネシア５



修了要件について

インドネシア６

本プログラムのルールに沿って、卒業時までに１２単位以上を修得
すること。

初級 4単位以上を選択必修
中級 4単位以上を選択必修
講義科目（概論）は、4単位以上を選択必修。



授業科目数と開講場所について

2023年度の予定（両学期ともに）

語学実習 【初級4単位選択必修、中級4単位選択必修】

・ 豊中キャンパス開講 5クラス（初級）

・ 箕面キャンパス開講 5クラス（中級）

インドネシア７



授業科目数と開講場所について

インドネシア８

【講義・概論 4単位選択必修】
箕面キャンパス開講

インドネシア文化概論・講義、
インドネシア語学講義
２年生用授業：
東南アジア地域研究概論・歴史概論・社会概論・文化概論

３年生用授業：
東南アジア社会文化演習



外国語学部

スワヒリ１

スワヒリ語・アフリカ研究
プログラム

スワヒリ語専攻案内動画



スワヒリ２

スワヒリ語について

スワヒリ語（Kiswahili）は、東アフリカ全域で広く話されている共通語で、

1億人以上の話者がいると言われています。

ケニア、タンザニアでは国家語に、また、ケニア、タンザニア、ウガンダ、

ルワンダでは、英語とともに公用語に指定されており、アフリカ大陸の中で

も重要な言語の一つです。



スワヒリ３

スワヒリ語・アフリカ研究
プログラムについて

スワヒリ語専攻では、日本で唯一、スワヒリ語とアフリカ地域研究を専攻

科目として、学部レベルから学ぶことができます。

また、スワヒリ語やスワヒリ文化のみならず、アフリカのさまざまな地域の

言語や文化についても学ぶことができます。



スワヒリ４

スワヒリ語・アフリカ研究
プログラムについて

アフリカの言語や文化、社会、政治について、

さまざまな面から理解を深めることができる

カリキュラムが用意されています。

アフリカ地域論概説

アフリカ言語学概説

アフリカ社会論概説

アフリカ政治経済講義 etc.



スワヒリ５

スワヒリ語・アフリカ研究
到達目標（修了時に身に付く能力）

中級レベル（CEFR/A2もしくはB1相当）の

スワヒリ語の運用能力

スワヒリ語圏の言語、文学、社会についての

基礎的な知識、異文化理解能力



スワヒリ６

スワヒリ語・アフリカ研究
修了要件について

本プログラムのルールに沿って、卒業時までに１２単位以上を

修得すること。

初級 ４単位以上を選択必修

中級 ４単位以上を選択必修

講義科目（概論） ４単位以上を選択必修



スワヒリ７

スワヒリ語・アフリカ研究
授業科目数と開講場所について

２０２３年度の予定（両学期ともに）

【初級４単位選択必修、中級４単位選択必修】

・ 豊中キャンパス開講 初級５クラス

・ 箕面キャンパス開講 初級（兼修語学）２クラス
中級（兼修語学）２クラス、中級５クラス

注意！「スワヒリ語中級」を履修するには、 「スワヒリ語初級」を履修済みであることが必要



スワヒリ８

スワヒリ語・アフリカ研究
授業科目数と開講場所について

【講義科目（概論）4単位選択必修】
箕面キャンパス開講

アフリカ文化講義・アフリカ言語学講義・アフリカ社会論概説
アフリカ地域論概説・アフリカ地域講義
アフリカ文学講義・アフリカ文化講義
アフリカ政治経済講義 etc



外国語学部

ベトナム語・東南アジア研究

プログラム

ベトナム１

ベトナム語専攻案内動画



ベトナム語は、ベトナム社会主義共和国総人口
のおよそ 85% を占めるキン族の母語であり、
ベトナムの国語(National Language)です。ベト
ナムの全54民族の間で共通語として話されるほ
か、中国、台湾、日本、アメリカ、オーストラ
リア、カナダ、フランスなどに居住するベトナ
ム系移民によって話されています。

ベトナム語について

ベトナム２



ベトナム語が使用される主な地域の文化、文学、
社会、歴史などについて、様々な方面から幅広
く専門的な知識が身につけられます。

ベトナム語・東南アジア研究

プログラムについて

ベトナム３

・東南アジア社会文化概論
・東南アジア地域研究概論
・東南アジア歴史概論・
・東南アジア文化概論 など。。。



①中級レベル（CEFR/A2もしくはB1相当)の

ベトナム語の運用能力

②ベトナム語が使用される主な地域の言語、文学、

歴史について、基礎的な知識、異文化理解能力

ベトナム語・東南アジア研究

到達目標（修了時に身に付く能力）

ベトナム４



ベトナム語・東南アジア研究
履修申請と注意点ついて

ベトナム５

ベトナム語１１～１５（中級）を履修するには、
先に

ベトナム語１～5（初級）を修得していることが必要。

※本プログラムのルールに従って、卒業までに１２単位以上を修得すること



外国語学部

ウルドゥー語・南アジア地域文化研究
プログラム

ウルドゥー１



ウルドゥー語(Urdu)は、南アジアを中心に話されている言語で、
パキスタンの国語であり、インドの主要言語の一つです。
文字はペルシア＝アラビア文字を用いており,
インド・ヨーロッパ語族に属する、現代アーリア諸語のひとつです。
日本ではあまり知られていませんが、
姉妹語であるヒンディー語と合わせると
話者数は英語、中国語について世界第3位です。

ウルドゥー語について①

ウルドゥー２



ウルドゥー語について②

ウルドゥー３

基のアラビア語の28文字
＋ペルシア文字4文字
＋ヒンディー語系３文字

文章は右から左に書く
３５文字で形成



ウルドゥー語圏の文化、文学、社会などについて幅広く
専門的な知識が身につけられます。
正しく理解することで、南アジア地域の魅力が味わえる
ようになります。
最初の1か月で文字を習得し、その後文法の説明となります。

ウルドゥー語・南アジア地域文化研究
プログラムについて

ウルドゥー４



①中級レベル（CEFR/A2もしくはB1相当)の
ウルドゥー語の運用能力

②ウルドゥー語圏の言語、文学、歴史について、
基礎的な知識、異文化理解能力

ウルドゥー語・南アジア地域文化研究
到達目標（修了時に身に付く能力）

ウルドゥー５



ウルドゥー語・南アジア地域文化研究
履修申請と注意点ついて

ウルドゥー６

必修科目
ウルドゥー語２（初級）２単位
ウルドゥー語１２（中級）２単位

注意点
ウルドゥー語１１から１５（中級）を履修するには、
先にウルドゥー語１から５（初級）を修得していることが必要。

※本プログラムのルールに従って、卒業までに１２単位以上を修得すること



デンマーク１

デンマーク語・北欧研究
プログラム

デンマーク語専攻案内動画

外国語学部



• デンマーク王国

• 首都：コペンハーゲン

• 女王：マルグレーデ２世

• 人口：5,792,000人（世界112位）

• 国土：43,094㎢ （世界130位）

• バルト海と北海に挟まれたユトランド半島およびその周辺の多くの島々
からなる立憲君主制国家

• 自治権を有するグリーンランドとフェロー諸島と共にデンマーク王国を構
成している。

デンマーク２

デンマークについて



趣旨について

各自の専門分野のみならず、デンマーク語を修得して将来国
際舞台で活躍することに意欲を持つ学生を歓迎します。

デンマークのみならず北欧に関する授業をうけ、デンマーク
の現状について学ぶことができます。

デンマーク３



修了要件について

デンマーク４

本プログラムのルールに沿って、卒業時までに１２単位以上を修得
すること。

初級 ６単位以上を選択必修
中級 ４単位以上を選択必修
講義科目（概論）は、２単位以上を選択必修。



カリキュラムについて

デンマーク５

２０２３年度の予定（両学期ともに）

語学実習【初級６単位選択必修、中級４単位選択必修】

豊中キャンパス開講 初級５クラス

箕面キャンパス開講 中級５クラス

デンマーク語中級を履修するには、
先にデンマーク語初級を６単位修得していることが必要。



カリキュラムについて

デンマーク６

概論・概説【２単位選択必修】

北欧現代社会概説b
北欧文学概論a
北欧史概説a
北欧史概説b

２０２３年度の予定（両学期ともに）



到達目標（修了時に身に付く能力）

中級レベル（CEFR/A2〜B1相当）のデンマーク語の運用能力。

デンマークおよび北欧の言語、文化、社会、歴史についての

基礎的な知識、異文化理解能力。

デンマーク７
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